
　
出

　

名
瀬
便

20

　
出

　

島　　　　 名　　   男性　　  女性  　　人口　   　世帯　

口　 之 　島　　  61　　    51　　  112　　  66

中　 之　 島  　　78　　    52　　  130　　  81

諏訪之瀬島　　  44　　    36　　　80           39　

平　　　島  　　41　　    38　　　79　　  46　

悪 　石　 島　　  47　　    40　　　87　　  43

小　 宝 　島  　　35　　    25　　　60　　  34

宝　　　  島　　  61　　    64　　  125　　  71

合  　　　計　　 367　　 306　　 673　　380  　

村営定期船 フェリーとしま２  
　　　　　　令和７年２月運行予定

予
　
定

便
　
　
区

　
　
分

鹿児島　　十島村　　名瀬
十島村 土木交通課 航路対策室

　　　　　　TEL : 099-222-2101

フェリーとしま 2　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　TEL : 090-3022-4523

曜

名
瀬
便

十島村の人口・世帯数  令和７年1月 1日現在

編集／発行：十島村役場  総務課  広報広聴係

　　　　　　〒892-0822　鹿児島市泉町 14-15

　　　　　　TEL:099－222－2101

よろしければ皆さんのご意見・ご感想をお聞かせください。

１   ２    ３   ４    ５   ６   ７   ８    ９  10   11   12   13   14  15   16   17   18   19   20   21  22   23   24   25   26   27   28

土    日   月    火    水   木    金   土    日    月   火    水   木    金   土    日    月   火    水   木    金   土    日   月    火    水   木    金

広報としまへの広告掲載募！
●広告の規格・掲載料（すべて消費税別）

　　縦 13.0cm×横 8.5cm　　月額 10,000 円

　　縦 13.0cm×横 17.0cm　  月額 15,000 円

　　Ａ4サイズ 1頁　　　　    月額 30,000 円

●広告掲載の申し込み

　広報誌広告掲載申込書（第 1号様式）に広告案

を添えて総務課にご提出ください。
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十
島
村
長

　
く
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げ
ん
い
ち
ろ
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久
保

　
源
一
郎

十
島
村
議
長

 

さ
か
も
と
　    

い
さ
む

坂
元
　
勇

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
日
頃
は
、
村
政
各
般
の
運
営
に
あ
た
り
、

深
い
ご
理
解
と
、
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
６
年
を
振
り
返
る
と
、
能
登
半
島
の
災
害
、
飛
行
機
事
故
な
ど
、
年
初
か
ら
甚
大
な
被
害
が
あ
り
、

本
村
に
い
た
り
ま
し
て
は
、
長
期
間
の
定
期
船
の
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
村
政
始
ま
っ
て
以
来

の
出
来
事
で
、
そ
の
後
の
復
旧
ま
で
、
住
民
の
皆
様
に
大
変
な
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。
職
員

一
同
復
旧
に
全
力
で
当
た
り
、
４
月
通
常
の
航
海
に
戻
り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
、
本
村
の
生
命
線
で
あ
る
、

定
期
船
の
安
心
・
安
全
運
航
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
年
度
中
に
は
、
国
関
係
機
関
の
視
察
、
現
職
大

臣
の
視
察
、
県
議
委
員
会
視
察
な
ど
十
島
村
の
現
況
の
調
査
が
あ
り
、
ま
た
、
台
風
災
害
、
停
電
被
害
、

地
震
津
波
の
想
定
実
働
訓
練
、
ト
カ
ラ
列
島
島
め
ぐ
り
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
七
島
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
、
非
常
勤

医
師
採
用
、
諏
訪
之
瀬
島
給
油
所
と
売
店
の
開
所
式
、
海
外
派
遣
事
業
な
ど
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
年
に
お
い
て
も
、
安
心
安
全
な
む
ら
づ
く
り
に
努
め
る
た
め
、
よ
り
一
層
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
充
実
、

交
通
の
強
化
、
安
全
運
航
、
産
業
振
興
、
定
住
対
策
、
教
育
環
境
な
ど
振
興
計
画
の
実
行
を
住
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
着
実
に
進
め
て
い
け
る
年
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
干
支
は
、
「
巳
年
」
で
す
、
古
く
か
ら
豊
穣
神
・
天
候
神
と
し
て
、
信
仰
さ
れ
、
脱
皮
す
る
蛇
は
、

「
復
活
と
再
生
」
を
連
想
さ
れ
て
お
り
、
村
に
あ
っ
て
は
、
農
林
水
産
業
の
復
活
、
か
つ
て
の
基
幹
産
業
の

再
生
を
図
り
村
の
活
性
化
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
役
場
と
住
民
が
一
体

と
な
っ
て
各
種
政
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
が
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
希
望
に
満
ち
た
１
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
祈
念

申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
７
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
ま
し
て
、
謹
ん
で
新
春
の
お
よ
ろ
こ
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
村
政
・
議
会
活
動
に
深
い
関
心
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
の
国
外
の
動
き
に
目
を
向
け
て
み
ま
す
と
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
、
中
東
で
の

イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
と
の
軍
事
衝
突
に
よ
り
、
子
供
を
含
む
多
く
の
尊
い
命
が
、
戦
争
と
い
う
暴

力
的
な
破
壊
行
為
で
奪
わ
れ
続
け
て
お
り
ま
す
。
日
本
に
お
き
ま
し
て
も
、
１
月
に
石
川
県
能
登
地
方
を

震
源
と
す
る
最
大
震
度
７
を
観
測
す
る
能
登
半
島
地
震
、
さ
ら
に
は
、
日
航
機
と
海
保
機
の
衝
突
事
故
が

発
生
し
、
多
数
の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。
８
月
に
は
同
じ
能
登
地
方
に
お
い
て
豪
雨
災
害
が
発
生
し
、
水

害
に
よ
る
犠
牲
者
も
出
て
お
り
ま
す
。
日
本
を
は
じ
め
世
界
各
地
で
地
震
や
洪
水
な
ど
の
自
然
災
害
が
発

生
し
多
く
の
方
が
被
災
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
そ

ん
な
中
、
国
政
に
お
き
ま
し
て
は
、　

月
の
臨
時
国
会
で
、
石
破
内
閣
総
理
大
臣
が
選
出
さ
れ
、
石
破
内
閣

が
発
足
し
ま
し
た
。
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
政
策
に
掲
げ
、
物
価
高
へ
の
対
応
を

柱
と
し
た
、
１
３
．
９
兆
円
の
補
正
予
算
を
成
立
さ
せ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
十
島
村
が
今
後
、
生
き
残
り
、

今
以
上
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
人
口
問
題
、
雇
用
問
題
な
ど
様
々
な
課
題
に
、
着
実
に
対
策
を
講

じ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、

村
民
の
皆
様
・
議
会
・
行
政
が
共
に
生
き
る
「
共
生
の
心
」
を
持
ち
、
村
の
存
続
・
発
展
に
努
め
れ
ば
、

必
ず
や
活
力
に
満
ち
た
村
が
実
現
で
き
る
と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

「
ひ
と
」
を
大
切
に
し
、
私
た
ち
議
会
も
村
の

存
続
と
発
展
の
た
め
に
、
更
に
議
員
一
丸
と
な
っ

て
、
大
い
に
に
議
論
し
、
行
政
に
民
意
が
反
映
・

具
体
化
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
の
村
民
の
皆
様
の
ご
活
躍
に
期
待
し
、
ご

健
康
と
ご
多
幸
を
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

写真：悪石島　日の出
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高速観光代替船の名称決定！

　令和 6年 9月から実施していた、高速観光代替船の船名募集の際にはご協力いただき、誠にあ

りがとうございました。

　合計 48 件の応募があり、トカラに由来した名称やとしまに由来した名称など、様々な名称候補

をいただきました。

応募いただいた名称の中から、庁内で船名の選考を行い、応募総数が一番多かったことや「現在

のななしまで親しまれている」「なじみがある」という理由から、「ななしま 3（スリー）」に決定

しました。

就航後は、皆様に親しまれる高速観光船になれるよう、運航管理に努めて参ります。



0607

年男！年女！今年の抱負！

2025 年は巳（み）年、十島村に住む巳年生まれの方々から

いただいた今年の抱負を紹介します。

長谷川　カエラ（諏訪之瀬島）

　今年の目標は「やるべきことしてから、や

りたいことをする」です。毎日やりたいこと

からしてしまうので、やるべきことを先にす

ると、後が楽になるので、今年はそれを目標

にしたいです。

町田　沙代子（宝島）

　周囲の方に「愛」や「優しさ」を提供でき、

また、相手の長所やできる事に目を向け様々

な事が「見つけられる」１年にしたいと思い

ます。

里　博文（中之島）

　どんな苦境があれど、最後は「み」を結ぶ

年になればと思っております。

日浅　奏良（諏訪之瀬島）

　2024 年はきちんと小学５年生としての「当

たり前」が出来ていませんでした。2025 年

こそは、2024 年出来なかった、学習に集中

するだとか、部屋のかたづけだとか言う、「当

たり前」をしっかりやっていきたいです。

坂元　勇（悪石島）

　新しい目標に対し、前向きに粘り強くチャ

レンジします。十島村議会にもご注目くださ

い。

肥後　広行（口之島）

　１回目と５回目の年男を口之島で迎えられ

ることに感謝し『行く言葉・態度が美しけれ

ば、来る言葉・態度も美しい』を大切に十島

の児童生徒と伴に、よりよく成長したい。

埜口　裕之（中之島）

　悲観は感情（惰性）、楽観は意志。何事も

惰性ではなく、意志を持って前向きに取り組

んでいきます。

大野　正己（中之島）

　人生は１回きり、後ろを向いてももどれな

いので苦楽を共にした妻と前へ前へと進んで

行きたいと思います。

川﨑　真吾（平島）

　早々に還暦を迎えました。暦がかえるこの

年、気持ちを新たにし、人生後半を人生のピー

クと思って毎日を重ねていきます。心と身体

と相談しながら。

中村　勇貴（口之島）

　議員として選んでいただいた１期目という

ことでもありますので皆さんの声を聞き、村

の発展に寄与していきたい。

松下　蒼空（悪石島）

　健康に元気いっぱいですごす。

フィスク　カペラ（口之島）

　私の目標は理解と寛大さを育むことです。

キリストの言葉：「蛇のように賢く、鳩のよ

うに素直になりなさい」－マタイの福音書第

10 章 -16 節

島　享平（悪石島）

　ぼくは、１輪車を今年じゅうには、わざな

どができるようになりたいです。また、４月

のころは、前乗りもできませんでした。だけ

ど今になってすこしずつ乗れるようになりま

した。

林　歩樹（中之島）

　ごまかさない　言われたことをする　でき

ることを増やしていく。

岩下　美咲（小宝島）

　一輪車に乗れるようになる。

　抱負のご提供ありがとうございました。

　一緒に写真も提供いただきましたが掲載量

の都合により今回は抱負のみの掲載とさせて

いただいております。

　村職員も一人ひとりが村のことを考え一生

懸命業務に取り組んで参ります。

2024 年秋の叙勲　有川和則氏が旭日双光章受章

　令和 6年 11 月 21 日木曜日に鹿児島県庁にて叙勲伝達式が執り行われ、令和 6年秋の叙勲に

て旭日双光章を受章された有川和則氏に賞状と勲章が授与されました。

　旭日双光章は、社会の様々な分野における功績の内容に着目し、顕著な功績を挙げた者を表

彰する場合に授与される勲章です。

有川和則氏は平成 8年 6月から十島村議会議員となり平成 20 年から平成 24 年に議会副議長、

平成 24 年から平成 28 年は議会議長を務めるなど平成 28 年 6月に議会議員を惜しまれてご勇

退なさるまでの 20 年の長きにわたり議会活動にまい進し，住民福祉の向上及び地方自治の伸

展に大きく貢献されました。

このたびの栄誉を契機として、有川和則氏には、ご健康に一段と留意され、十島村の更なる発

展のため、豊富なご経験と広くかつ高いご識見のもと、地域社会の先導者として、益々のご活

躍なさいますことを祈念しております。



0809

全
島
で
出
初
め
式
を
開
催
し
ま
し
た
！

総務課　消防係よりお知らせです！諏訪之瀬島に軽消防車が寄贈されました！

　一般社団法人日本損害保険協会様より、軽消防自動車が寄贈され諏訪之瀬島に配備することとな

りました。

　令和６年12月23日に鹿児島港にて車両の贈呈が行われ、現在諏訪之瀬島消防分団にて管理を行っ

ております。

　諏訪之瀬島にあった消防自動車については、老朽化が進んでいたことから今回の寄贈により安心

して活動をすることができます。

　
十
島
村
消
防
団
出
初
式
が
各
分
団

で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
47
年
「
十
島
村
消
防
団
」
が

発
足
し
て
以
来
、
各
団
員
の
防
災
意

識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
新
春
の
慣

例
行
事
と
し
て
、
毎
年
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
本
村
に
お
い
て
、
昨
年
は
幸
い
に

し
て
大
規
模
な
災
害
は
発
生
し
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
地
震
や
火
山
な
ど
油

断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り

ま
す
。

　
今
後
も
住
民
の
皆
様
の
安
心
安
全

な
生
活
を
確
立
す
る
た
め
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
防
災
対
策
の
強
化
、
充
実

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

中之島宝島
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２０２５年慰霊のサイレン放送について

　東日本大震災や広島県原爆投下など災害や戦争等により亡くなられた方々への追悼を行うため、

防災無線によるサイレン放送を行います。

【放送予定】

・３月 11 日　東日本大震災 14 時 46 分 

・８月６日　広島県原爆投下　８時 15 分 

・８月９日　長崎県原爆投下　11時 05 分 

・８月 15 日　終戦記念日　12 時 00 分

　対象となる戦争や災害では多くの方が亡くなられました。心より追悼を行いましょう。

　放送内容としては、上記の時間より約１時間程前に防災無線により、案内放送を行います。

　その後、上記の時間に１分間のサイレン放送を行う予定です。

　なお、実際に災害等が発生した際には放送は行いませんのであらかじめご了承ください。

悪石島

小宝島 口之島

平島 中之島宝島

諏訪之瀬島
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１２ページ、１３ページもお読みください。
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十島村国民健康保険税の改定について２十島村国民健康保険税の改定について３



1415



1617



1819


